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予
測
を
超
え
る
豪
雨
と
そ
の
被
害

　
近
年
、
局
地
的
な
大
雨
の
頻
発
な
ど
に

よ
り
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
激
甚
化
し

て
い
ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
「
平
成
30
年

７
月
豪
雨
」
で
は
、
西
日
本
を
中
心
に
広

範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
各
地
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が

相
次
ぎ
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
１
府
13

県
で
２
０
０
人
を
超
え
、
平
成
で
最
大
の

豪
雨
に
よ
る
人
的
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
岡
山
県
内
で
は
死

者
61
人
、
行
方
不
明
者
３
人
の
人
的
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
倉
敷
市
真
備
町

の
被
害
は
大
き
く
、
死
者
51
人
中
45
人

（
88
・
２
％
）
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

ほ
と
ん
ど
は
自
宅
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
堤
防
が
夜
間
か
ら
未
明
に
決
壊

し
た
こ
と
も
、
被
害
拡
大
の
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て

　
そ
こ
で
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
を
教

訓
に
、
内
閣
府
は
豪
雨
災
害
の
避
難
対
策

と
し
て
新
た
に
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
を

設
定
し
、
５
月
末
か
ら
気
象
庁
や
市
町
村

で
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
「
避
難
勧
告
」
・
「
避
難

指
示
（
緊
急
）
」
の
発
令
や
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
住
民
の
避
難
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
か
ら
、
住
民
が
直
感
的
に
理
解

し
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
住

民
の
主
体
的
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
と

い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
平
成
28
年
８
月
に
、
岩
手
県
の
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
要
配
慮
者
利
用

施
設
）
で
、
洪
水
に
よ
り
多
く
の
死
者
が

発
生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
29
年
６

月
に
水
防
法
お
よ
び
土
砂
災
害
防
止
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
洪
水

浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

の
施
設
に
つ
い
て
は「
避
難
確
保
計
画（
マ

ニ
ュ
ア
ル
）
の
作
成
」
お
よ
び
「
避
難
訓

練
の
実
施
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
は
河
川
改
修
や
砂
防
堰え

ん
て
い堤
の
建
設
な

ど
の
ハ
ー
ド
対
策
以
外
に
、
こ
う
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

　
国
や
県
・
市
町
村
で
は
、
防
災
対
策
の

さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
、
住
民
が
適
切
な

避
難
行
動
を
取
れ
る
よ
う
全
力
で
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
突
発
的
に
発
生
す

る
激
甚
な
災
害
に
対
し
て
は
限
界
が
あ

り
、
住
民
主
体
の
防
災
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
一
人
一
人
が「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
普
段
か

ら
浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域

な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
や
避
難
行
動
に
つ
い

て
考
え
た
り
、
自
分
の
判
断
で
適
切
に
避

難
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

水
害
・
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、

私
た
ち
が
取
る
べ
き
行
動
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
あ
な
た
は
「
群
馬
は
災
害
が
少
な
い
県
」
と
油
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
の
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、
適
切
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
、
逃
げ
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
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金
かな

井
い

昌
まさ

信
のぶ

さん

命
を
守
る
避
難
行
動

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
取
る
べ
き

行
動
に
つ
い
て
、
群
馬
大
学
大
学
院
理
工

学
府
の
金
井
教
授
に
伺
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
逃
げ
て
い
な
い
現
実

　
「
防
災
と
は
、
災
害
か
ら
生
命
や
財
産

を
守
る
対
策
全
般
の
こ
と
で
、
避
難
も
そ

の
一
つ
で
す
。
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と

は
行
政
の
役
割
で
す
が
、
避
難
は
住
民
自

ら
の
判
断
で
行
い
ま
す
。
適
切
に
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
災
害
に
よ
る
犠
牲

者
を
減
ら
せ
る
は
ず
で
す
が
、
多
く
の
人

は
避
難
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
な
が
ら

そ
れ
で
も
逃
げ
て
い
な
い
の
で
す
。

　
避
難
行
動
に
は
人
間
の
心
の
働
き
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に『
自

分
は
大
丈
夫
』と
思
い
が
ち
で
、『
周
り

の
人
も
逃
げ
て
い
な
い
』『
以
前
も
大
丈

夫
だ
っ
た
』な
ど
理
由
を
付
け
て
、
自
分

が
逃
げ
な
い
こ
と
を
正
当
化
し
よ
う
と
す

る
心
理
も
働
き
ま
す
。

　
ま
だ
何
も
起
き
て
い
な
い
段
階
で
、
避

難
を
決
心
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
実
際
に
災
害
が
起
き
た
と
し
た
ら
、

自
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
命
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
命
以
上
に
大
切
な
も
の
な
ど
な

い
の
で
す
か
ら
、
た
と
え
避
難
が
空
振
り

に
終
わ
っ
て
も
、
被
害
が
な
く
て
良
か
っ

た
と
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　
も
し
避
難
を
決
断
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
近

所
に
も
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
勇
気
を

出
し
て
逃
げ
る
こ
と
は
、
自
分
の
命
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
逃
げ
よ
う
か
迷
っ
て
い

る
誰
か
の
背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
」

今
で
き
る
災
害
へ
の
備
え　

　
「
防
災
教
育
と
し
て
、
小
・
中
学
校
で

話
を
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
避
難
に
つ

い
て
素
直
に
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
避
難
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
は
と
て
も
効
果
的
で
す
。
し
か
し
避

難
が
必
要
に
な
る
状
況
で
は
、
子
ど
も
は

家
族
と
一
緒
に
い
る
可
能
性
が
高
く
、
大

人
が
避
難
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
命
を
守
る
た
め
に
も
、
家
族
で

一
緒
に
避
難
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
の
備
え
と
し
て
、
ま
ず
は
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
よ
く

知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
市
町

村
で
は
災
害
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
避
難
所
を
確
認
し
た
り
、
実
際

の
避
難
ル
ー
ト
を
確
か
め
た
り
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
避
難
行
動
は
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
変
わ
り
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
の
段
階

で
あ
れ
ば
、
余
裕
を
持
っ
て
安
全
な
場
所

に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者

や
避
難
に
助
け
が
必
要
な
人
も
十
分
落
ち

着
い
て
避
難
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
警
戒
レ
ベ

ル
５
の
状
況
下
で
は
、
自
宅
の
２
階
や
近

所
の
高
い
建
物
の
よ
う
な
、
少
し
で
も
安

全
と
思
わ
れ
る
場
所
に
緊
急
的
に
避
難
す

る
な
ど
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考

え
た
行
動
が
大
切
で
す
」
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　自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的
で、被災想定区域や避難場所・避難経路などを表示した

地図です。防災マップ、被害想定図などと呼ばれる場合もあります。
　自治体ごとに作成していますので、詳しくは、お住まいの市町村に
お問い合わせください。

防災訓練で入所者を避難させる職員

　　
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
防
災
対
策
に
取

り
組
む
、
障
害
者
支
援
施
設
「
誠
光
荘
」

（
渋
川
市
）の
真
下
施
設
長
に
伺
い
ま
し
た
。

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る

　「
当
施
設
で
は
現
在
20
代
か
ら
80
代
ま

で
95
人
が
生
活
を
し
て
い
て
、
車
い
す
や

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
た
ま
ま
移
動
し
た
り

す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
土
砂
災
害
に

備
え
た
避
難
計
画
を
立
て
、
避
難
訓
練
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
く
大
き
な

き
っ
か
け
は
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
、
被
災
し
た
施
設
か
ら
利
用

者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
職

員
だ
け
で
な
く
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
取
る
べ
き
行
動
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
避

難
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
特
に
私
た
ち
の
よ
う
な
施
設
で
は
避
難

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
防
災
気
象
情
報

を
基
に
早
め
の
避
難
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
避
難
を
開

始
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　「
ま
た
施
設
を
運
営
す
る
上
で
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
は
と
て
も
大
切
で
す
。
職

員
が
地
域
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
施
設
の
行
事
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
て
、
普
段
か
ら
施

設
の
こ
と
を
気
に
掛
け
て
も
ら
え
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
大
雪
の
時
に
地
域
の
人
が
施
設

に
入
る
道
路
を
除
雪
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
緊
急
車
両
が
施
設
に
入

っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

真
ま

下
しも

宗
そう

司
じ

さん

※
要
配
慮
者
と
は
…
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な

ど
の
、
防
災
施
策
に
お
い
て
特
に
配
慮
を
要
す
る
人

　館林市では、今年３月に「ハザードブック」
を作成しました。冊子を市内全戸に配布した

他、スマートフォンやタブレット端末でも見られるよう
ホームページにデジタルブック形式で公開しています。
これは、浸水想定区域の周知と、洪水時の避難行動に関
する情報を分かりやすく伝え、住民の主体的な避難の促
進と防災意識の向上をサポートするものです。
　地域の危険な場所などの確認や、災害に備えるための
学習に役立つさまざまな情報で構成されています。
　市民からは「自宅付近の細かな情報まで見ることがで
きて参考になった」「被害の可能性がある範囲が広く驚
いた。避難について真剣に考えておかなければいけない
と改めて感じた」などの感想が寄せられました。

施
設
利
用
者
を
守
る
た
め
に

ハザードマップ（ハザードブック）とは

ハザードブックが避難の助けに

市内11カ所の公民館などでハザードブック
の見方、使い方について住民説明会を開催

県庁河川課    　　　 027-226-3619　　県庁砂防課　　 027-226-3633　
県庁危機管理室　　 027-226-2244

市町村の
取り組み

ポイント！
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夏休み中の子どもの防犯対策
　夏休み中は、子どもだけで留守番をする機会が増えたり、屋外で遊ぶ時間が長くなったりします。子どもが安全に過ごせるように普段から家族で話
し合う、困った時の対処法などを練習する、子どもが見える所に注意点を記載したメモを貼るなどの対策をしておきましょう。
 留守番をする時の注意点 
・玄関のドアや窓は常に鍵を掛け、誰が来ても開けない
・来訪者には、親が在宅中であると思わせるようにする
・宅配便などは、大人がいる時間に配達してもらう
・知らない番号からの電話には出ない
 外出する時の注意 
・家族に「誰と」「どこで」「何をしに」出掛けるのかを伝え、帰宅時
間を必ず守る
・どんな時も一人で行動しない

桐生川ダム

・知らない人や車には近寄らない
・車に乗った人に声を掛けられても立ち止まらない
・身の危険を感じたら「助けて」と大声を出したり、防犯ブザーを鳴ら
したりする
 外出から帰宅した時の注意 
・ドアの前で周囲を見回し、不審な人がいないか確認する
・家の鍵を開けたら素早く中に入って施錠する
問　県庁消費生活課（ 027-226-2356）

かんな・かぶら ぐるぶらの旅スタンプラリー 「森と湖に親しむ旬間」関連イベント
県営ダム施設見学会　７月13日（土）～11月30日（土）

内　多野藤岡地域と甘楽富岡地域の対象施設で４個または８個の専用ス
タンプを集めて応募すると、抽選で賞品が当たります
受　11月30日（土）まで
 応募方法 　所定の応募用紙
 スタンプラリー対象施設 　
・道の駅…ららん藤岡（藤岡市中）、上州おにし（藤岡市譲原）、万葉
の里（神流町黒田）、上野（上野村勝山）、オアシスなんもく（南牧村
千原）、しもにた（下仁田町馬山）、みょうぎ（富岡市妙義町）、甘楽
（甘楽町小幡）
・世界遺産施設…富岡製糸場（富岡市富岡）、高山社跡（藤岡市高
山）、荒船風穴（下仁田町南野牧）
・観光施設…土と火の里公園（藤岡市上日野）、神流町恐竜センター
（神流町神ケ原）、不二洞（上野村川和）、県立自然史博物館（富岡市
上黒岩）、下仁田町自然史館（下仁田町青倉）、楽山園（甘楽町小幡）
 応募用紙配布場所 　スタンプラリー対象施設、県富岡行政県税事務所、
多野藤岡・甘楽富岡地域の主要な観光施設、県・市町村の主要な公共施
設など
問　県富岡行政県税事務所（ 0274-62-9525）

　普段は見られないダム内部の見学会を開催します。
【桐生川ダム】
　７月28日（日）　午前10時
～午後３時
所　桐生川ダム（桐生市梅田町）
　無料

 申し込み方法 　当日、会場に
問　県桐生土木事務所（ 0277
-53-0121）
【道平川ダム】
　７月31日（水）　午前10時30分～午後２時30分

所　道平川ダム（下仁田町南野牧）
定　20人抽　 　無料
受　７月19日（金）まで
 申し込み方法 　 または 。参加者の氏名・電話番号・参加人数をお知
らせください
申 ・問　県富岡土木事務所（ 370-2454　富岡市田島343の１　
0274-63-2255）

投票に行こう！　県知事・参議院議員選挙

  投 票 日   　７月21日（日） 　※期日前投票は７月20日（土）まで

  投票開始時刻  　午前７時

　詳しくはHPをご覧ください
問　県選挙管理委員会（ 027-226-2218）、各市町村選挙管理委員会

※投票日当日の終了時刻、期日前投票ができる期間、場所および時間などは投票所によって異なります。
　詳しくは、住所地の市町村選挙管理委員会にご確認ください

政治は、私たちの毎日の暮らしと深く関わっています。有権者の皆さん一人一人が、１票を大切に、よく考えて投票しましょう。
投票日当日、仕事や旅行などで投票に行くことができない人は、市役所・町村役場などで期日前投票をすることができます。

○ファクスによる問い合わせは、県庁広報課（027-243-3600）へINFORMATION
インフォメーション ○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

○ HPはぐんま広報ホームページ版（https://www.pref.gunm 
a.jp/cate_list/ct00001205.html）をご覧ください

凡　例 日 日程・時間　　 所 場所　　 内 内容休 休館日　　
￥ 費用　　対 対象・資格　　  他 その他　　申 申込先

問 問い合わせ先　　定 定員（先 先着　抽 抽選　選  選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  Eメール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　 フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（http://www.shinsei.elg-front.jp/gunma/navi/index.html）



https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
に
関
す
る
届
け
出
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
次
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
制
限
に

よ
り
支
給
を
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

届
け
出
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
9
月
2
日
㈪

提
出
す
る
届　
現
況
届
、
一
部
支
給
停
止

適
用
除
外
事
由
届
出
書
（
受
給
か
ら
５
年

以
上
経
過
す
る
人
な
ど
）

※
期
間
内
に
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
（
該
当
者
）
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
手
当
額
の
２
分
の
１
が
支
給
停

止
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

届
け
出
期
間　
８
月
９
日
㈮
～
９
月
11
日
㈬

提
出
す
る
届　
所
得
状
況
届

【
共
通
事
項
】

・
７
月
以
前
に
受
給
資
格
喪
失
事
由
（
婚

姻
な
ど
）
に
該
当
し
た
人
は
「
資
格
喪
失

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
８
月
以
降
に
受
給
資
格
喪
失
事
由
に
該

当
す
る
予
定
の
人
は
、
現
況
届
ま
た
は
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
際
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い

届
け
出
先
・
問　
住
所
地
の
市
役
所
・
町

村
役
場

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
北
毛
サ

テ
ラ
イ
ト
を
移
転
し
ま
し
た

　
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
7
月

１
日
に
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
）
北
毛
サ
テ
ラ
イ
ト

を
移
転
し
ま
し
た
。
営
業
時
間
も
変
わ
り

ま
し
た
。

移
転
先　
沼
田
市
下
之
町
字
滝
棚
８
８
８

番
（
テ
ラ
ス
沼
田
内
）

営
業
日　
月
・
水
・
金
曜
日

休　
祝
日

営
業
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

他　

・

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

問　
県
庁
労
働
政
策
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
３
４
０
８
）

募
　
集

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

　
２
年
４
月
１
日
か
ら
管
理
・
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
施
設　
県
立
自
然
史
博
物
館
付
帯
ホ

ー
ル
、
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
県

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
伊
香
保
リ
ン

ク
、
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
、
ぐ
ん
ま
こ
ど

も
の
国
児
童
会
館
、
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
宝
台
樹
キ
ャ
ン
プ
場
、
宝
台
樹
ス
キ

ー
場
、
県
青
少
年
会
館

指
定
管
理
者
の
指
定　
民
間
有
識
者
で
構

成
す
る
選
定
委
員
会
で
の
審
査
を
踏
ま

え
、
11
月
上
旬
に
候
補
者
を
選
定
し
、
県

議
会
の
議
決
を
経
て
決
定
し
ま
す

募
集
要
項
配
布
場
所　
募
集
施
設
の
担
当
課

※
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

他　
応
募
資
格
や
応
募
期
間
な
ど
は
、
施

設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問　
県
庁
総
務
部
総
務
課
（

０
２
７
・

２
２
６
・
２
０
２
７
）

県
営
住
宅
入
居
者

入
居
可
能
日　
10
月
１
日
㈫

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

入
居
資
格　
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
ま
た
は

を

ご
覧
く
だ
さ
い

受　
７
月
18
日
㈭
ま
で

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所　
県
住

宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）
、
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
県
保

健
福
祉
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場
な
ど

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
・
日
曜
日

も
配
布
し
ま
す

他　
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
団

地
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問　
県
住
宅
供
給
公
社
（

０
２
７
・
２

２
３
・
５
８
１
１
）

県
企
業
局
発
電
所
「
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」

　
県
企
業
局
が
管
理
す
る
発
電
所
ま
た

は
水
力
発
電
用
ダ
ム
を
撮
影
し
た
写
真

応
募
規
定　
未
発
表
ま
た
は
発
表
予
定
の

な
い
自
作
品

※
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

賞　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
入

選
10
点
、
奨
励
賞
（
18
歳
以
下
の
応
募
者

か
ら
選
定
）
３
点

※
入
賞
者
に
は
副
賞
と
し
て
県
特
産
品
（
奨

励
賞
は
図
書
カ
ー
ド
）
を
贈
呈
し
ま
す

受　
12
月
20
日
㈮
消 

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙　

応
募
用
紙
配
布
場
所　
県
庁
県
民
セ
ン
タ

ー
、
県
庁
財
務
課
な
ど

※

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

他　
立
入
禁
止
区
域
で
の
撮
影
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い

問　
県
庁
財
務
課
（

０
２
７
・
２
２
６

・
３
９
１
５
）

試
　
験

日　
７
月
30
日
㈫　
午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
試
験
の
概
要
説
明
、
受
験
案
内
の
配

布
、
記
入
方
法
の
説
明
、
質
疑
応
答
な
ど

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
で
す

定　
各
２
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（

０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

障
害
者
を
対
象
と
し
た
県
職
員

採
用
選
考
考
査
（
第
２
回
）

第
１
次
考
査
日　
９
月
22
日
㈰

受
験
会
場　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

受　
７
月
25
日
㈭
～
８
月
16
日
㈮

※

は
15
日
㈭
ま
で

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

※

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
東
京
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
）
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
な
ど

他　
受
験
資
格
や
採
用
予
定
人
数
な
ど
、

詳
し
く
は

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（

０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

　
知
事
と
し
て
議
場
で
発
言
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
58
年
、
郷
土
の
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、志
を
立
て
、

尾
島
町
議
会
議
員
と
し
て
政
治
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
３
年
か
ら

は
県
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
た
平
成
19

年
か
ら
は
知
事
と
し
て
、
こ
の
議
場
で

県
政
発
展
の
た
め
の
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
政
治
生
活
の
最
後
に
、
こ
の

議
場
で
発
言
の
機
会
を
い
た
だ
き
万
感

の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
12
年
間
、
知
事
と
し
て
県
政
の

舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
常
に
「
県
政
の
主
役
は
県
民
で
あ

る
」
と
の
思
い
で
、
県
勢
発
展
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
就
任
直
後
の
平
成
19
年
９

月
の
南
牧
村
の
土
砂
災
害
に
始
ま
り
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
経

済
危
機
、
政
権
交
代
に
よ
る
八
ツ
場
ダ

ム
建
設
の
中
止
、
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
、
平
成
26
年
の
豪
雪
災
害
、

最
近
の
草
津
本
白
根
山
の
噴
火
、
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落
事
故
な
ど
、
数

多
く
の
困
難
に
直
面
し
、
心
休
ま
る
時

は
ひ
と
と
き
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
県
議
会
を
は
じ
め
、
国
会
議

員
、
市
町
村
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま
で
乗
り

越
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
料
化
、

特
別
支
援
学
校
の
小
・
中
そ
し
て
高
等

部
の
未
設
置
地
域
の
解
消
、
７
つ
の
交

通
軸
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の
整

備
、
新
た
な
産
業
づ
く
り
を
見
据
え
た

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群

馬
」
の
整
備
な
ど
、
群
馬
の
輝
か
し
い

未
来
に
向
け
た
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、
県
政
へ
の
思
い
の
全

て
を
ぶ
つ
け
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
、
市
町
村

や
各
界
の
関
係
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
何

よ
り
、
温
か
い
ご
支
援
や
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
県
議
会
議
員
各
位
の
ご

協
力
な
く
し
て
は
、
成
し
得
な
い
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
７
月
の
任
期
満
了
と
と
も
に
県

政
を
離
れ
ま
す
が
、
県
民
の
た
め
の
県

政
は
未
来
に
向
け
て
続
い
て
ま
い
り
ま

す
。
県
政
が
、
県
民
の
声
に
真し

ん

摯し

に
耳

を
傾
け
、そ
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
で
、

群
馬
県
の
限
り
な
い
可
能
性
を
さ
ら
に

大
き
く
羽
ば
た
か
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
、
郷
土
群
馬
県
の
限
り
な
い
発
展

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長

い
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

第２回定例県議会にて退任のあいさつを述べる大澤正明知事（６月11日）

群
馬
県
の
限
り
な
い
発
展
を
祈
っ
て 

～ 

第
２
回
定
例
県
議
会
で
の
あ
い
さ
つ
よ
り 

～

大
澤
正
明
知
事
７
月
で
退
任



 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（８月31日ＡＣ長野パルセイロ戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズンホームゲー
ム共通）、群響夏休みコンサート（８月24日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

県政に対するご提案・ご意見の募集
　県民の皆さんからの積極的なご提案・ご意見をお待ちしています。
　  371-8570 県庁広報課　  027-243-3600
※詳しくは、 をご覧ください。右図からも読み取れます　
   県庁広報課　   027-226-2176

月～木曜日 午後５時50分

FM GUNMA
ぐんま情報

木 後 時 分
トッピング

イチバン

 県庁広報課　  027-226-2167

毎週金曜日 午後７時３０分
　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号
と女性部員が県内各地を巡り、知る人ぞ知る地域の魅力を、群馬
県の魅力として県内外に紹介します。
７月12日／選ばれる理由ココにあり！　伊勢崎市
７月19日／片品村
８月  ２日／企画番組「結婚」
※再放送の時間が通常と異なります。詳しくは     をご覧ください

　　　　　　　　　　

 期　日 　８月16日（金）　 開演時刻 　午後７時（６時15分開場）
 会　場 　群馬音楽センター（高崎市高松町）
 内　容 　指揮：ミラン・トルコビッチ、ピアノ：コルネリア・ヘルマン、チェ
ロ：タマーシュ・バルガ、曲目：J.S.バッハ／ ピアノ協奏曲 ト短調 BWV 
1058、シューベルト／ 交響曲 第7番 ロ短調 D. 759 「未完成」、エル
ガー／ チェロ協奏曲 ホ短調 作品85、シューベルト／ 交響曲 第6番 ハ
長調 D. 589
 入 場 料 　全席自由　一般＝2,500円　高校生以下＝1,500円
 入場券販売場所 　群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響楽団事務
局（高崎市高松町）など
  群馬交響楽団事務局　 
        027-322-4316　   http://www.gunkyo.com/

日程 開始時刻 会場 対戦相手
７月　８日㈪ 午後５時 前橋市民球場 福島レッドホープス
７月13日㈯ 午後１時 桐生球場 埼玉武蔵ヒートベアーズ
７月14日㈰ 伊勢崎市野球場 栃木ゴールデンブレーブス７月24日㈬ 午後５時 前橋市民球場
７月25日㈭ 午後１時 城南野球場 読売巨人軍（三軍）７月26日㈮
７月31日㈬ 午後５時 前橋市民球場 福島レッドホープス
８月　２日㈮ 午後１時 城南野球場 栃木ゴールデンブレーブス
８月　３日㈯ 太田市民球場 茨城アストロプラネッツ

群馬ダイヤモンドペガサス試合情報

 入場料 　全席自由（当日券だけ）　一般＝１，５００円、
　　　　　小・中学生＝５００円　※小学生未満は無料
   群馬ダイヤモンドペガサス
　     027-386-6088 　    http://d-pegasus.com/

 会　場 　正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）
 入場料 　指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
 入場券販売場所 　ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊勢崎
市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など
 ザスパクサツ群馬 　 

　     027-225-2350　   http://www.thespa.co.jp/ 

	

日程 開始時刻 対戦相手

７月　7日㈰ 午後6時 福島ユナイテッドＦＣ

７月２７日㈯ 午後7時 セレッソ大阪Ｕｰ２３

群響サマーコンサート情報ザスパクサツ群馬試合情報

2019
JUNE 　JULY

尾瀬に行こう

県植樹祭

販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

6·7
７月10日㈬発売予定 定価３６０円(税込み）
  県庁広報課　  027-226-2162

県議会議長　狩野浩志さん

ぐんま名山探訪（鳥帽子ケ岳）、ぐんま湯けむり浪漫
（磯部温泉）、おさんぽ日和（沼田中心市街地エリア）など

（6）ぐんま広報　令和元年7月 7日発行

県
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

等
採
用
試
験
・
説
明
会

【
採
用
試
験
】

第
１
次
試
験
日　
９
月
22
日
㈰

試
験
会
場　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）
、

県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校
（
前
橋
市
紅
雲

町
）
、
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
、
県
警
察

学
校
（
い
ず
れ
も
前
橋
市
元
総
社
町
）

受　
７
月
29
日
㈪
～
８
月
20
日
㈫

※

は
19
日
㈪
ま
で

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

※

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
警
察
本
部
警
務
課
、
県
内
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
、
県
東
京
事
務
所
（
東
京
都

千
代
田
区
平
河
町
）
、
県
人
事
委
員
会
事

務
局
な
ど

【
説
明
会
】

日　
７
月
30
日
㈫　
午
前
11
時
～
正
午
、

午
後
３
時
～
４
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
採
用
試
験
の
概
要
説
明
、
受
験
案
内

の
配
布
、
記
入
方
法
の
説
明
、
質
疑
応
答

な
ど

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
で
す

定　
各
２
０
０
人
先 

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

【
共
通
事
項
】

他　
受
験
資
格
や
採
用
予
定
人
数
な
ど
、

詳
し
く
は

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（

０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

社
会
人
経
験
者
を
対
象
と
し
た

県
職
員
採
用
試
験

第
１
次
試
験
日　
９
月
29
日
㈰

試
験
会
場　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）
、

県
立
前
橋
商
業
高
等
学
校
（
前
橋
市
南

町
）
、
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市

元
総
社
町
）

受　
７
月
８
日
㈪
～
８
月
20
日
㈫

※

は
19
日
㈪
ま
で

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

※

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
東
京
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
）
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
な
ど

他　
受
験
資
格
や
採
用
予
定
人
数
な
ど
、

詳
し
く
は

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（

０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
4
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

試
験
日　
10
月
24
日
㈭

合
格
発
表
日　
12
月
２
日
㈪

試
験
会
場　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

試
験
科
目　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）

受
験
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

１　
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人
、

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た

人
で
、
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
人

２　
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
２
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る
人
で
、
そ

の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学

大
臣
が
認
め
た
人

３　
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳
以
上

に
な
る
人
（
１
、
４
に
掲
げ
る
人
を
除
く
）

４　
日
本
の
国
籍
を
持
た
な
い
人
で
、
２
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

受
験
料　
無
料

受　
８
月
19
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮
消 

出
願
方
法 　
所
定
の
出
願
用
紙

出
願
用
紙
配
布
場
所
・
問　
県
庁
義
務
教

育
課
（
０
２
７
・
２
２
６
・
４
６
１
5
）

催
　
し

利
根
沼
田
み
の
り
の
里
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー

　
観
光
農
園
や
農
産
物
直
売
所
、
日
帰
り

温
泉
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
88
の
参
加

施
設
を
回
り
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募

す
る
と
、
抽
選
で
温
泉
宿
泊
券
な
ど
す
て

き
な
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

日　
11
月
30
日
㈯
ま
で

受・
第
１
回　
８
月
31
日
㈯
ま
で

・
第
２
回　
11
月
30
日
㈯
ま
で

※
い
ず
れ
も
消 

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

応
募
用
紙
配
布
場
所　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

参
加
施
設
、
利
根
沼
田
振
興
局
、
県
庁
県

民
セ
ン
タ
ー
、
利
根
沼
田
地
域
の
市
役
所

・
町
村
役
場
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　
県
利
根
沼
田
農
業
事
務
所
（

０
２

７
８
・
２
３
・
０
１
８
８
）

警
察
学
校
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
」

日　
７
月
20
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

所　
県
警
察
学
校
（
前
橋
市
元
総
社
町
）

内　
警
察
業
務
の
見
学
や
体
験
、
学
校
の

施
設
見
学
、
警
察
職
員
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
な
ど

対　
警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
を
考
え
て

い
る
高
校
生
以
上
の
人

定　
１
０
０
人
程
度
先 

￥　
無
料

受　
７
月
18
日
㈭
正
午
ま
で

申
し
込
み
方
法　

、

申 
・
問　

０
１
２
０
・
４
４
９
・
８
０

３
、
県
警
察
本
部
警
務
課
（

０
２
７
・

２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
２
６
５
５
）

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア
（
福
祉
就

職
相
談
会
）

日　
７
月
20
日
㈯　
午
後
１
時
～
４
時

所　
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
前
橋
市
亀
里
町
）

内　
福
祉
分
野
（
介
護
・
障
害
・
児
童
な

ど
）
の
就
職
相
談
会

対　
福
祉
分
野
に
就
職
を
希
望
す
る
人

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（

０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
０
０
）

県
も
も
・
プ
ラ
ム
品
評
会

日　
７
月
25
日
㈭　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
モ
モ
・
プ
ラ
ム

の
秀
作
の
展
示
・
販
売
、
生
産
者
に
よ
る

直
売

・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
10
時
か
ら
商
品

終
了
ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
３
時
か
ら
展
示
品
終

了
ま
で

￥　
無
料

問　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
３
６
）

秀作のモモの展示



県
民
リ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
で
「
宇
津
木
ス

タ
ジ
ア
ム
」
が
６
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
宇
津
木
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
高
崎
市
が

浜
川
運
動
公
園
に
建
て
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
専
用
の
球
場
で
す
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の

愛
称
は
、
全
日
本
代
表
監
督
の
宇う

津つ

木ぎ

麗れ
い

華か

氏
と
、
元
監
督
の
宇う

津つ

木ぎ

妙た
え

子こ

氏

に
ち
な
ん
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
け
ら
落
と
し
は
、
高
崎
市
に
本
拠

地
を
置
く
、
日
本
リ
ー
グ
女
子
１
部
の

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎
と
太
陽
誘
電
に
よ

る
記
念
試
合
で
、
多
く
の
観
客
が
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
女
子

１
部
の
公
式
戦
や
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎

の
練
習
拠
点
に
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
群
馬
県
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
が
一
段
と
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の

選
手
を
輩
出
し
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
ぜ
ひ
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。 

宇
津
木
ス
タ
ジ
ア
ム

目め

黒ぐ
ろ

将ま
さ

夫お

さ
ん（
前
橋
市
）

ビックカメラ高崎と太陽誘電の記念試合

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
夏
の
特
別
展

「
カ
ブ
ト
・
ク
ワ
ガ
タ
展
」 
＊

日　
８
月
25
日
㈰
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　

月
曜
日
（
７
月
15
日
、
８
月
５

日
、
12
日
を
除
く
）
、
７
月
16
日
㈫

所　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市
新

里
町
）

内　
昆
虫
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
圧

倒
的
な
人
気
を
誇
る
カ
ブ
ト
ム
シ
と
ク
ワ

ガ
タ
ム
シ
を
比
べ
な
が
ら
、
体
の
つ
く
り

や
暮
ら
し
の
違
い
を
パ
ネ
ル
な
ど
で
解
説

し
ま
す
。
ま
た
日
本
産
と
外
国
産
の
カ
ブ

ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
生
体
展
示
や

標
本
展
示
を
行
い
ま
す

入
園
料　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　

０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１

日
本
絹
の
里
特
別
展
「
学
ぼ
う

カ
イ
コ
」
＊

日　
７
月
13
日
㈯
～
８
月
26
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日

所　
県
立
日
本
絹
の
里
（
高
崎
市
金
古
町
）

内　
カ
イ
コ
の
生
態
や
飼
育
方
法
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
秘
密
を
紹
介
し
ま
す
。
期
間

中
は
中
学
生
以
下
の
人
を
対
象
に
「
カ
イ

コ
ク
イ
ズ
」
も
開
催
し
ま
す
。
正
解
者
に

は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
２
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

近
代
美
術
館
企
画
展
示
「
長な

が

島し
ま

有ゆ

里り

枝え

×
竹た

け

村む
ら

京け
い

『
ま
え
と
い

ま
』」 

＊

日　
７
月
13
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
７
月
15
日
、
８
月
12
日
を

除
く
）
、
７
月
16
日
㈫

所　
県
立
近
代
美
術
館
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
高
崎
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
２
人
の
現

代
作
家
に
よ
る
展
示
会
で
す
。
長
島
は
写

真
、
竹
村
は
刺し

繍し
ゅ
う

を
用
い
た
、
現
在
と
過

去
を
往
還
す
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
６
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

歴
史
博
物
館
企
画
展｢

集
ま
れ
！

ぐ
ん
ま
の
は
に
わ
た
ち｣

＊

日　
７
月
13
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
７
月
15
日
、
８
月
12
日
を

除
く
）
、
７
月
16
日
㈫

所　
県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
県
内
各
地
の
埴は

に

輪わ

の
逸
品
を
一
堂
に

集
め
「
埴
輪
大
国
」
群
馬
の
実
像
に
迫
り

ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
５
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

自
然
史
博
物
館
企
画
展
「
同
居

い
き
も
の
図
鑑
」
＊

日　
７
月
13
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
７
月
16
日
㈫
、
22
日
㈪
、
29
日
㈪

所　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

内　
私
た
ち
と
と
も
に
暮
ら
す
「
キ
モ
カ

ワ
」
な
生
き
物
た
ち
を
、
実
物
や
拡
大
模

型
な
ど
で
紹
介
し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
７
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

館
林
美
術
館
企
画
展
示
「
み
つ

め
る
」
＊

日　
７
月
13
日
㈯
～
９
月
16
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　

月
曜
日
（
７
月
15
日
、
８
月
12

日
、
９
月
16
日
を
除
く
）
、
７
月
16
日
㈫

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内　
日
常
の
自
然
や
風
景
、
身
の
周
り
の

も
の
を
絵
画
表
現
と
し
て
深
め
続
け
て
い

る
７
人
の
作
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
に
よ
る
、
見
る
こ
と
、

感
じ
る
こ
と
に
対
す
る
独
自
の
表
現
を
紹

介
し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
６
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　

０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
「
夏
の
カ
ラ
フ
ル
野
菜

展
」
＊

日　
７
月
19
日
㈮
～
28
日
㈰　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分
ま
で
）

所　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内　
夏
野
菜
の
魅
力
を
体
感
で
き
ま
す
。

即
売
会
も
開
催
し
ま
す

￥　
無
料

※
入
園
料
が
か
か
り
ま
す

入
園
料　
一
般
＝
６
０
０
円
、中
学
生
以

下
＝
無
料

問　

０
１
２
０
・
１
１
８
７
・
３
８

県
立
図
書
館「
こ
ど
も
ま
つ
り
」

日
・
内

・
７
月
25
日
㈭　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
や
ぐ
ん
ま
天
文
台
、

自
然
史
博
物
館
と
の
連
携
企
画
で
す
。
昆

虫
触
れ
合
い
体
験
や
宇
宙
の
お
話
、
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
な
ど
の

他
、
自
転
車
紙
芝
居
や
折
り
紙
、
児
童
書

の
特
別
貸
し
出
し
な
ど
も
行
い
ま
す

・
27
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
イ

ベ
ン
ト
「
お
は
な
し
な
つ
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す

所　
県
立
図
書
館
（
前
橋
市
日
吉
町
）

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

問　

０
２
７
・
２
３
１
・
３
０
０
８

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
20
周
年
！
　

木
星
と
土
星
を
見
よ
う
」
＊

日　
７
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰
、
８
月
２
日

㈮
～
４
日
㈰
、
９
日
㈮
～
18
日
㈰
、
23
日

㈮
～
25
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）
、
午
後
7
時

～
10
時
（
入
館
は
9
時
30
分
ま
で
）

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
高
山
村
中
山
）

内　
夏
の
大
三
角
や
天
の
川
を
探
し
た
り
、

大
き
な
望
遠
鏡
で
木
星
と
土
星
を
見
た
り

し
ま
す
。
ま
た
屋
外
で
の
星
空
案
内
も
開

催
し
ま
す

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　

０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

伊
い

庭
ば

康
や す

子
こ

《Untitled》1998年　油彩・カンヴァス
県立館林美術館蔵

（左）長島有里枝『過去完了進行形』より
《ミモサ、アカシヤ》　2019年、（右）竹村
京《Playing Cards in Mirrors》　2013-19年　
［撮影：木暮伸也］

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（https://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

大型望遠鏡での展望の様子

カブトムシ（オス）

カラフル野菜（イメージ）
撮影：アミノフミエ（農業カメラマン）



※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

当

（8）ぐんま広報　令和元年7月 7日発行

広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容　 費用 問い合わせ先

たまむら花火大会 ７月13日（土）
午後7時30分から

玉村町立上陽小学
校西側
（玉村町上陽）

県内で一番早い時期に開催される花火大会。
田園地帯で打ち上げるため、間近で迫力ある
花火を見ることができます

無料
玉村町経済産業課
0270-65-7144
0270-20-4308

とみおか夏まつり ７月27日（土）
正午～午後８時

宮本町駐車場、宮本
町通り
（富岡市宮本町）

今年は「『彩（いろどり）』～一人ひとりが彩る
夏まつり～」がテーマです。よさこいソーラ
ンや花火大会など見どころ満載です

無料

とみおか夏まつり実行
委員会
0274-62-4151
0274-64-3341

川場まつり・花火
大会

７月28日（日）
正午～午後９時

川場村中央公園
（川場村谷地）

川場村の各地区の祭りや郷土芸能などが一
堂に集まります。花火大会では、大輪の打ち
上げ花火が夏の夜空を彩ります

無料

川場村むらづくり振
興課
0278-52-2111
0278-52-2333

大間々祇園まつり

８月１日（木）～３
日（土）
午後１時～10時
※１日は２時から

大間々町本町通り
（みどり市大間々町）

「上州三大祇園」にも数えられる伝統ある祭
りです。山車が夕方から夜にかけて街中を進
む様はとても幻想的です

無料

大間々祇園まつり実行
委員会事務局
0277-76-1270
0277-76-9049

中之条町祇園祭

８月３日（土）、４
日（日）
午後０時30分～9
時

国道353号　商店街
（中之条町中之条町）

江戸時代から続く、夏の疫病払いや商売繁盛
を祈る祭りです。8台の山車が華やかなお囃

はや

子
し

に乗って町内を練り歩きます
無料

中之条町観光協会
0279-75-8814
0279-26-3777

　毎年全国各地で大雨による
大きな災害が発生していま
す。ニュース映像を見る度に、
自然の猛威に人間はなすすべ
がないのかと恐ろしく思いま
す。山や川が多い群馬県では、
こうした災害は決して人ごと
ではありません。
　取材の中で、人間は自分に
とって都合の悪い情報を無視
してしまうものだという話を
聴きました。そう言われてみ
ると、残念ながら自分にも思
い当たる節があります。
　いつ起こるか分からない災
害から大切な命を守るため、
現実から目をそらさない強い
心を持ちたいと思いました。�
� （小柏）

◆６月号の特集を読んで「富岡製
糸場と絹産業遺産群」の４資産が
日本の近代化に大きく貢献したこ
とを知りました。県民としてとて
も誇りに思います。
　「荒船風穴プロジェクト」の高校
生たちが作ったテーマソングをぜ
ひ聞いてみたいです。若い世代が
受け継いでくれるのは力強いで
す。世界遺産センターの開館も期
待しています。�（桐生市　66歳）

◆夏になると涼を求めて川場村の
「仙の滝」に遊びに行きます。木
陰で食べるお弁当は、避暑地の空
気が感じられて格別です。６月号
の名水巡りの記事を見て、憩いの
場を開拓したくなりました。
� （沼田市　59歳）

※県内各地で開催される祭りや花火大会を紹介します。詳しくはお問い合わせください
※内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください


